
 

道は拓ける 
１年３組 担任 梅野 侑 

 
 私は、小学生の頃から野球をしており、高校進学の際には甲子園を夢見て地元の伝統校に進学
しました。しかし、その３年間は、辛い思い出しかありません。指導者から与えられた練習を惰
性でこなす日々を過ごしているだけで、自分自身の選手としての成長を一切感じることはありま
せんでした。 
 好きで始めた野球なのに、毎日天気予報を見ては「雨が降らないか」と同級生と話をしていた
ことをはっきり覚えています。ところが、高校３年生の夏、予選で敗退した後は辛さから解放さ
れる喜びではなく、たくさんの後悔が湧いてきました。 
 
・もっと工夫して野球に向き合えばよかった。 
・自分なりに考えることをせずに、ただ言われたことを必死にやっていただけだった。 
・上手くいかない言い訳を環境のせいにしていた。 
 
など、挙げたらきりがありませんでした。 
 高校時代の反省や経験は、大学進学後に生きました。チームとしての練習量は高校時代に及び
ませんでしたが自分なりに課題を見付け、妥協することなく自主練習に取り組み、納得いくまで
やり切ることができました。また、大学２年生の頃から将来は指導者として後進の育成に努めた
いと考えるようになりスポーツコーチングの専門的な勉強ができる大学院への進学を志望しまし
た。友人や先輩を頼って情報収集をして受験勉強に励み、奇跡的に合格することができました。 
 今思うと、私の人生の最初の転機は１８～２２歳頃だったと思います。当時はとにかく野球も
勉強も夢中で取り組んでいました。そうやっていると不思議と力を貸してくれる人がタイミング
よく現れ道が拓けていきました。この時に出会った人たちとの縁は今でも私の宝物です。 
大学院の同級生には、ＮＰＢ球団でスタッフをしている人やトレーニングコーチとして多種目

のアスリートを支えている人、既に指導者として甲子園出場を果たした人など、多種多様な人が
おり、いつも刺激をもらっています。 
これから、皆さんは進路選択をはじめ自分自身で考え決断していく場面が増えていきます。思

いがけない苦境に立つこともあると思いますが、どんな時でも自分なりに考え、行動していくこ
とで道は拓けることでしょう。人生に無駄なことはありません。 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    結ゆい 
高岡市立高陵中学校 
第２学年だより 

第３号 
令和７年５月３０日 

金賞 … 久戸瀬 礼奈  和田 すず音   二山 和 

銀賞 … 島野 海人    塩崎 礼佳     社浦 来実 

銅賞 … 小林 咲凛    神島 瑚子   

        長徳 松之介  水巻 里和子 
2学年の写生大会受賞者です！ 

今年は皆さん力作ばかり 

でした。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ６月予定 

１ 日 地区大会(陸上)  １７ 火 小中合同挨拶運動   

２ 月  
 

１８ 水 
小中合同挨拶運動 
期末考査範囲発表 部停止(～6/27) 

３ 火 部活動参観(～6/13)  １９ 木  

４ 水 聴力検査 尿検査予備日  ２０ 金 ２年「14 歳の挑戦」事業所訪問 

５ 木 脊柱側弯症２次検診  ２１ 土 市民スポーツ大会(野球) 

６ 金   ２２ 日 市民スポーツ大会(野球,水泳) 

７ 土 
市民スポーツ大会(陸上) 

地区大会(野球)  地区吹奏楽祭 
 

２３ 月 ２年「14 歳の挑戦」事業所訪問 

８ 日 地区大会(野球) 創校記念日  ２４ 火  

９ 月   ２５ 水 期末考査 

１０ 火 モップ交換日  ２６ 木 期末考査 避難訓練 

１１ 水 2 年合唱曲決め  ２７ 金 期末考査 

１２ 木 耳鼻科検診  ２８ 土 市民スポーツ大会(野球) PTA クリーン作戦 

１３ 金 ネットトラブル防止教室  ２９ 日 市民スポーツ大会(野球) 

１４ 土 地区大会  ３０ 月 短縮授業(～7/18) 

１５ 日 地区大会 

 １６ 月 
学校訪問研修会(給食後放課)  
面接週間(～7/4) 

借り物競争のお題が「教頭先生」でした
が、おられず、かわりに茶谷先生が走ってく
ださり、とても速かったことが心に残ってい
ます。 

運動会を通して、他学年と関係を築くこと
ができました。また、玉入れ、応援等の作戦
を話し合うことで団の人たちと話すことがで
き、楽しかったです。結果は３位で３年生の
先輩方に申し訳ない気持ちはありますが、と
ても思い出深い運動会になりました。 

今回の運動会までの経験を通して、物事を進める
ときは「自分は何もしなくていいんだ」と思わず
に、自分の役割を見つけて動くことで、少しは役に
立てることが分かりました。今後は常に自分は何を
するとよいのかを考えて動きたいと思います。 

誰かに言われてから行動するのではなく、自分か
ら考えて行動したところが、この運動会で成長した
と感じました。運動会では何事にも全力で取り組み
ました。 
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「高陵ハリケーン」でそれぞれ気が付いたことを
言い合い、夢中になって汗を流して頑張ったことが
心に残っています。 

友達と共に大きな声で応援をした時、学年の壁を
越えられたと感じました。今回の経験を踏まえ、人
との関わりを大切に、今回より強くした絆をもっと
学校生活に生かしたいと思いました。 

※ 期末考査期間は給食後、帰りの会をして放課 

※ 14歳の挑戦 7月 7日～11日 

 


